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古川日出男 × 管啓次郎 × 小島ケイタニーラブ × 柴田元幸 による朗読劇を、ふくしまＦＭ と エフエム岩手 の2局で放送決定！ 

ふくしまＦＭ ・ エフエム岩手 共同特別番組『ラジオ朗読劇「銀河鉄道の夜」』 

古川日出男（福島県出身）書き下ろし新脚本による、声と音楽が誘う銀河鉄道 誕生！  

音楽：後藤正文＋小島ケイタニーラブ 出演者コメント到着／ビジュアル 解禁！ 

 

株式会社エフエム福島（代表取締役社長：平 一彦）と株式会社エフエム岩手（代表取締役社長：野田 喜代志）

は、東日本大震災から12年を迎える2023年3月に、2局共同制作による特別番組『ラジオ朗読劇「銀河鉄道

の夜」』を編成いたします。ふくしまＦＭでは【3月7日（火）〜9日（木）の３夜連続】、エフエム岩手では

【3月12日（日）、19日（日）、26日（日）３週連続】で放送を実施し、各話20分ほどの本編後に、古川日

出男、小島ケイタニーラブ、後藤正文出演のインタビュートークもお聞きいただく内容の特別番組です。 

 
 

 
 
2011年、東北の地を思いつつ、生まれた朗読劇「銀河鉄道の夜」。 

小説家の古川日出男（福島県出身）が、宮沢賢治の原作を公演ごとに新

たなオリジナル脚本に仕上げ、詩人の管啓次郎、ミュージシャンの小島

ケイタニーラブ、翻訳家の柴田元幸とともに、上演時期や上演する土地

にあわせて脚本や演出を変容させながら、東北をはじめ全国 23 か所 10

都道府県をかけめぐり、12年にわたり上演活動を続けてきました。2021

年には無観客上演として映像作品「コロナ時代の銀河-朗読劇「銀河鉄道

の夜」(監督:河合宏樹)を無料配信。本作は、第32回宮沢賢治賞奨 励賞

を受賞しました。 

 

2023年、新たに書き下ろした脚本にて、音声のみでお届けする全3話構

成の新作『ラジオ朗読劇「銀河鉄道の夜」』が完成しました。 

 

銀河の常連4名に加え、古川氏の声がけにより、「コロナ時代の銀河」にも出演の北村恵、2016年に岩手県・

種山ヶ原「KESEN ROCK FESTIVAL」で上演された「銀河ロックンロール鉄道の夜」で共演を果たした親交深いミ

ュージシャンの後藤正文が出演と音楽で参加。千葉県・小湊鐵道の無人駅・上総鶴舞駅の駅舎にて録音された

せりふに、後藤と小島が生み出した銀河の時空をかけめぐる音が加わり、聴衆を夜空に誘うような朗読劇が誕

生。出演者のコメントと、ヴィジュアルイメージをお届けします。 

 

だれの上にも瞬く星空に「本当の幸い」を探し続けながら、あらゆる思いをのせて時空をかけめぐる銀河鉄道。 

静かな夜に耳を傾けて、どなたさまもぜひご乗車ください。 

あの日から12年、すべての乗客にむけて  ̶
小説家、詩人、音楽家、翻訳家がつむぐ音を乗せ、新たな銀河鉄道が走り出す  
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   コメント 
古川日出男（小説家） 

銀河鉄道の中にはラジオが流れているのではないか、とある日僕は思ったのでした。 

そこには地上からの投書だって届けられるのではないか、と僕の想像力は疾走したのでした。 

そんな架空のラジオを、なんと！ 現実のラジオの電波に乗せられます。 

最強のメンバーと最愛のスタッフ、そしてリスナーのみなさんの傾聴もまた、 

この四次元的サウンド宇宙の動力源です！ 

 

管啓次郎（詩人） 

「銀河」の世界は目に見えない、声だけの世界。 

本当はラジオ放送こそ「銀河」空間にたどりつく唯一の方法だとわかっていた。 

それがついに実現した。音の「銀河」では時間が混乱する、心が翻弄される。 

われわれの現実を浮かばせているたくさんの可能な存在が、あちこちで点滅している。 

すべてが「思い出せ」とささやいている。きみの真実はどこに行った？ 

  

小島ケイタニーラブ（音楽家） 

そこにあるのは、言葉が言葉として意味をまとう前のあるがままの響き。経験したことのない聴覚体験とともに、ずっと前

からそこにいた音たちにようやく出会ったような懐かしさがありました。言葉と音が重なり、連なり、響きあうラジオ朗読

劇の世界をみなさんと共有できたらうれしいです。 

  

柴田元幸（翻訳家） 

自分も出てるのにこんなこと言うのアレなんですけど、これ、素晴らしいです。 

皆さん、ぜひ聴いてください。 

 

後藤正文（ミュージシャン） 

ひとりの「銀河」ファンとして始まり、種山ヶ原でのセッションへの参加を経て、 

素敵な空間と時間に着地できたことを光栄に思います。 

本当に素敵な作品に仕上がりました。一緒に、「銀河」への旅を楽しんでくれたら幸いです。 

  

ラジオ朗読劇「銀河鉄道の夜」（全3話 / 各話20分〜23分） 
素材ダウンロードURL（ヴィジュアル、写真）  

https://drive.google.com/drive/folders/1yly3Tjfl31G0yLvJfqabC8MT_e8re9Bn?usp=share_link 
写真クレジット：（C）朝岡英輔 

©朝岡英輔 
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★ WEB   朗読劇「銀河鉄道の夜」公式サイトでも期間限定でドラマ本編の音源を配信します！ 

         3月11日  14時46分 配信スタート（4月10日23:59まで期間限定） 

            ラジオ朗読劇の本編(三夜分)は、期間限定にて聴取可能です (インタビュー音声はございません)  

       URL http://milkyway-railway.com  

 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 
株式会社エフエム福島 〒963-8013 郡山市神明町4-4 

担当：佐藤孔太（編成技術局）MAIL：satou_k @fmf.co.jp  

TEL：080-6053-6352（携帯） 024-991-9925（編成制作局直通） URL：https://www.fmf.co.jp  

●番 組 名  ふくしまＦＭ・エフエム岩手 共同特別番組『ラジオ朗読劇「銀河鉄道の夜」』 

●放 送 日 時  ふくしまＦＭ ：3月7日(火)、8日(水)、9日(木)  3夜連続放送 19:00〜19:30  

         エフエム岩手 ：3月12日(日)、19(日)、26(日) 3週連続放送 18:30〜19:00 

         ※各話本編放送後に、古川日出男、小島ケイタニーラブ、後藤正文出演のインタビュートークあり。 

●番 組 U R L  https://www.fmf.co.jp/radio/radioginga/ 

 

原作：宮沢賢治  
脚本：古川日出男 
出演：古川日出男 管 啓次郎 小島ケイタニーラブ 柴田元幸 北村恵 後藤正文 
音楽：後藤正文  小島ケイタニーラブ 
 

〈構成〉 
 本作は、三つの世界より成る。一つめ、ラジオの世界。二つめ、鉄道の世界。 
 とりわけ宮沢賢治の〈オリジナル銀河鉄道〉の世界。三つめ、 
  これらを接続させる報道員たちの世界。 
     第１話（22分） 
     第２話（20分） 
     第３話（23分）     
 

 〈配役〉 
   ゴトウ(DJ）・タダシ             後藤正文 
   投稿者(ジョバンニの姉)・かおる    北村恵 

   ジョバンニ              古川日出男 
      カムパネルラ              管啓次郎 
   ケイタニー(報道員）・背の高い青年   小島ケイタニーラブ 
   シバタ（報道員）・長靴をはいた学者  柴田元幸 

 

録音：川島寛人、北田啓、太田香邑（RIME株式会社） 音響監督：川島寛人（RIME株式会社）  
制作協力：小湊鐡道上総鶴舞駅 
主題歌：「フォークダンス」作詞作曲 小島ケイタニーラブ 詩：管啓次郎 『銀河鉄道の夜』英訳：ロジャー･パルバース 
記録写真：朝岡英輔 撮影：河合宏樹、渡辺俊介 WEB制作：北村恵 宣伝美術：椚田透（nix graphics） 広報：浦谷晃代   
制作：関戸詳子・浦谷晃代 協力：青木比登美、古川千枝 Special thanks to:佐藤孔太、佐藤美貴子、仙石陽子(Spectrum) 
 

ラジオ朗読劇「銀河鉄道の夜」（全３話） 

©朝岡英輔 
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2021年3月11日14時46分 

10年目の新作公演.-映像作品「コロナ時代の銀河 」無料配信 決定 

古川日出男（ふるかわ・ひでお）  

1966年福島県生まれ。作家。主な著書に『おおきな森』（講談社）、『女たち三百人の裏切りの書』（新潮社、野間文芸

新人賞・読売文学賞）、『南無ロックンロール二十一部経』（河出書房新社、鮭児文学賞）、『LOVE』（新潮文庫、三島

由紀夫賞）、『アラビアの夜の種族』（角川文庫、日本推理作家協会賞・日本SF大賞）、『馬たちよ、それでも光は無

垢で』（新潮文庫）、『聖家族』（新潮文庫）、『ベルカ、吠えないのか？』（文春文庫）など。戯曲に『冬眠する熊に

添い寝してごらん』（新潮社、上演版演出：蜷川幸雄）、現代語訳に『平家物語』（河出書房新社）、ノンフィクション

に東日本大震災から10年後の福島を取材した『ゼロエフ』（講談社）。最新刊は『曼陀羅華Ｘ』（新潮社）と初の長篇

詩作品『天音』（インスクリプト）。朗読劇では脚本と演出を担当している。 

https://furukawahideo.com/ 

 

 

管啓次郎（すが・けいじろう）  

1958年生まれ。詩人、明治大学理工学部教授（批評理論研究室）。主な著書に『コロンブスの犬』（河出文庫）、『斜線

の旅』（インスクリプト、読売文学賞）、『野生哲学』（小池桂一との共著、講談社現代新書）など。『PARADISE 

TEMPLE』（インスクリプト）ほか全８冊の日本語詩集と英語詩集Transit Blues (University of Canberra) を発表して

いる。訳書にサン＝テグジュペリ『星の王子さま』（角川文庫）、エイミー・ベンダー『レモンケーキの独特なさびし

さ』（角川書店）、エドゥアール・グリッサン『第四世紀』（インスクリプト）、パティ・スミス『Mトレイン』（河出

書房新社）、アントナン・アルトー『手先と責苦』（月曜社）などがある。 

http://monpaysnatal.blogspot.jp 

 

 

小島ケイタニーラブ（こじま・けいたにーらぶ） 

1980年生まれ。シンガーソングライター、音楽家。NHKみんなのうた「毛布の日」などを制作。バンドANIMAでデビュー

後、3枚のソロアルバム『小島敬太』（HEADZ）、『It’s a cry run.』（スイッチパブリッシング）、『はるやすみのよる』

（愚音堂/Space Shower Music）をリリース。著書に『こちら、苦手レスキューQQQ！』（絵・木下ようすけ）、12曲のピア

ノ譜を収録した、野村喜和夫・朝岡英輔との共著『花冠日乗』（いずれも白水社）。また、翻訳も手掛けており、訳書に

『中国・アメリカ 謎SF』（柴田元幸との共編訳、白水社）、『紫禁城の秘密のともだち』シリーズ3巻（常怡著、偕成社）

がある。現在、東京新聞・中日新聞の書評コーナー〈海外文学の森へ〉案内人を務める他、静岡エフエムでレギュラー番

組を持つ。 

 

 

柴田元幸（しばた・もとゆき） 

1954年生まれ。翻訳家。文芸誌「MONKEY」および英語版MONKEY責任編集。ポール・オースター、スティーヴン・ミルハ

ウザー、レベッカ・ブラウン、トマス・ピンチョン、エドワード・ゴーリー、スチュアート・ダイベック、スティーヴ・

エリクソン、ジャック・ロンドン、マーク・トウェインなど翻訳多数。著書に『生半可な學者』（白水社、講談社エッセ

イ賞）、『アメリカン・ナルシス』（東京大学出版会、サントリー学芸賞）など。最近の訳書にスウィフト『ガリバー旅

行記』（朝日新聞出版）、ゴーリー『オズビック鳥』（河出書房新社）、レアード・ハント『インディアナ、インディア

ナ』（twililight）など。 

 

ラジオ朗読劇『銀河鉄道の夜』プロフィール 
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北村恵（きたむら・めぐみ） 

1980年生まれ、千葉県出身。俳優・制作。2007年より劇団「ワワフラミンゴ」、2017年より劇団「青年団」制作部に所

属。たぬきやおばけなど人間以外の役をよく演じる。近年の出演作品は、朗読劇『銀河鉄道の夜』、『きくたびプロジェク

トHOME編』、NHK Eテレ『シャキーン!』、『フルカワヒデオ、戯曲を読む！』シリーズなど。雑誌「えんぶ」にて「ワワフ

ラミンゴ鳥山フキのキャンセルみかん」連載中。次回の出演はロロ『BGM』（2023年5月5日～10日、KAAT神奈川芸術劇

場）。 

 

 

後藤正文（ごとう・まさふみ） 

1976年静岡県生まれ。ASIAN KUNG-FU GENERATIONのボーカル＆ギター。新しい時代とこれからの社会を考える新聞『THE 

FUTURE TIMES』の編集長を務める。インディーズレーベル『only in dreams』主宰。 

https://gotch.info/ 

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 
株式会社エフエム福島 〒963-8013 郡山市神明町4-4 

担当：佐藤孔太（編成技術局）MAIL：satou_k @fmf.co.jp  

TEL：080-6053-6352（携帯） 024-991-9925（編成制作局直通） URL：https://www.fmf.co.jp 


